
                           総務部発第 2025-33 号                  

2025 年 04 月 21 日 

                              総括安全衛生管理者 

 

4 月 度 安全 衛生 委員 会議 事録 

 

開催日時  2025 年 04 月 21 日（月） 13:00～13:45 

場 所   大会議室 （出席 30 名 欠席 1 名) 

 

～総括安全衛生管理者から～ 

 1 件の負傷現認報告があります。重量物を持ち上げる際に起きた負傷ですが、詳細については 5 月度

の安全衛生委員会にて報告させて頂きます。OJT 教育を実施する際には、作業の「コツ」や「ポイント」を

明確にして教育を行っていただくとともに、作業者が内容を正しく理解しているか、不安に感じている点が

ないかを確認していただくよう、お願いします。 

 熱中症予防について労働安全衛生規則の一部改正がありました。改正内容の詳細につきましては、別

添の資料をご確認いただきますようお願いします。なお、本改正は 2025 年 6 月 1 日より施行されます。 

今後の業務において、法令遵守の観点からも重要な内容となっておりますので、各自ご確認の上、必要

に応じて各職場にて対応をお願いします。 

 

～安全運転管理者から～ 

4 月に入り、新年度を迎えた新小中学生たちの登校も始まりました。長野県は、全国でも横断歩道での

車の停車率が高い地域として知られていますが、通勤や移動で急いでいると、つい横断歩道での停車を

見逃してしまうこともあるかと思います。 

運転される際には、「心」と「時間」のゆとりを持ち、思いやりある運転を心がけていただくよう、お願いし

ます。また、間もなくゴールデンウィークも始まり、外出や遠出の機会が増える時期となります。楽しい時

間を安全に過ごすためにも、引き続き安全運転をお願いします。 

 

１．報告 

(1)職場パトロールの報告（別紙参照） 

  (2)作業環境測定・定期自主検査の結果(別紙参照) 

  ・騒音測定の結果、105-1F（板金）作業場所において「第三管理区分」と判定されました。 

「第三管理区分」は、作業者の健康障害防止のために早急な改善措置が必要とされる管理区分で 

あり、以下の対応を順次進めてまいります。 

   (ⅰ)場所を標識により明示 

   (ⅱ)騒音発生源の特定と対策 

   (ⅲ)作業者への保護具（耳栓など）の着用徹底 

  (3)シートベルトの着用調査の結果(別紙参照) 

  ・小林駐車場にて 2 名のシートベルト非着用者が確認されました。シートベルトの着用は、法律で義 

務付けられているだけでなく、自身の命を守るために不可欠なものです。 

非着用が確認された方には個別に注意・指導を行う予定ですが、全員があらためて安全意識を 

高め、シートベルト着用を徹底していただくよう、お願いします。 

  あわせて、バイクや自転車で構内に入場する際は、必ず降りて押して通行していただくよう、改め

てお願いします。（安全運転管理者） 

 

 

 

 

 

 



２．議事 

（1）職場安全衛生会議の要望事項について 

●通勤時間帯で駐車場の前の道路を歩いていた際、ウインカーを出さずに駐車場へ 

侵入してくる車がいた。(2 職場) 

  → 道路から駐車場に入る時は必ずウインカーを出して歩行者に知らせる、歩行者は 

    車が曲がってくるかもしれないと認識するようにお願いします。 

 

３．医務室より（別紙参照） 

 

４．大島産業医より 

 第 12 職場の職場安全衛生会議の議事録において、フォークリフトによる荷物の積み下ろし作業におい

て、スピードが速く危険を感じる場面があるとの指摘がありました。 

荷物の重量や使用するフォークリフトの種類によって操作性や安全性に違いがあるとは思われますが、

作業における危険性が見受けられる場合には、再度安全対策の見直し・検討をお願いいたします。 

また、何もない場所での転倒リスクがあります。作業時の周囲確認はもちろんのこと転倒しないための

体づくり（ストレッチ、筋力トレーニング、正しい歩行姿勢など）も含めた取り組みを、今後の安全衛生活動

の中で取り入れていただければと思います。 

 

 

以上 


















